
　
　

給
食
は
教
育
の
一
環
と
し
て

　
　

高
い
評
価
を
頂
い
て
い
る
が
、

既
に
給
食
費
の
延
滞
も
増
加
の
一

途
を
辿
っ
て
い
る
。
現
在
の
不
況

下
の
中
で
給
食
費
が
払
え
な
い
、

あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
が
払
え
な

い
、
教
材
費
が
払
え
な
い
な
ど
、

こ
の
よ
う
な
事
態
が
想
定
さ
れ
る

が
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
下
の
経
済
情
勢
の
中
で
、

　
　

全
国
調
査
に
よ
る
と
、
未
納

の
原
因
の
三
分
の
一
近
く
が
、
保

護
者
の
経
済
的
な
問
題
と
い
う
デ

ー
タ
が
出
て
い
る
。
本
市
と
し
て

は
、
未
納
者
の
生
活
の
実
態
を
把

握
し
、
給
食
費
に
関
わ
ら
ず
、
経

済
的
に
困
っ
て
い
る
家
庭
に
対
し
、

給
食
費
、
教
材
費
、
校
外
活
動
費
、

修
学
旅
行
費
な
ど
の
費
用
等
の
一

部
を
援
助
す
る
就
学
援
助
制
度
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
度
の
更

な
る
利
用
促
進
を
図
る
な
ど
、
今

後
も
学
校
と
協
議
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
。

　
　

本
市
で
は
、
市
内
に
お
け
る

　
　

不
法
投
棄
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

対
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

市
内
で
頻
繁
に
発
生
し
て
い

　
　

る
場
所
と
し
て
は
、
普
段
か

ら
交
通
量
が
少
な
く
、
人
目
に
つ

き
に
く
い
住
宅
の
造
成
地
、
工
業

団
地
内
道
路
敷
、
民
家
の
少
な
い

山
林
の
道
路
沿
い
及
び
河
川
敷
な

ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
の

中
か
ら
行
為
者
の
特
定
が
で
き
た

場
合
に
は
、
そ
の
行
為
者
に
対
し
、

ゴ
ミ
の
撤
去
を
行
わ
せ
る
な
ど
、

迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
地
区
長
を
は
じ
め
、
さ
わ
や

か
環
境
推
進
員
並
び
に
市
民
の
皆

さ
ま
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

不
法
投
棄
の
さ
れ
な
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

一　

都
市
型
公
園
の
施
設
整
備
と

利
活
用
に
つ
い
て

　
　

農
林
水
産
業
に
関
す
る
被
害

　
　

防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
日
本
一
の
れ
ん
こ
ん

生
産
地
で
あ
る
土
浦
市
が
中
心
と

な
っ
て
周
辺
自
治
体
に
呼
び
か
け

て
被
害
防
止
計
画
を
策
定
し
、
本

市
の
れ
ん
こ
ん
生
産
農
家
の
防
鳥

ネ
ッ
ト
設
置
費
用
等
の
負
担
軽

減
、
並
び
に
様
々
な
優
遇
措
置
を

講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

　
　

本
年
二
月
に
茨
城
県
、Ｊ
Ａ

　
　

土
浦
及
び
か
す
み
が
う
ら
市

に
呼
び
か
け
て
情
報
交
換
会
を
開

催
し
、
新
型
ネ
ッ
ト
の
設
置
促
進

を
含
め
た
れ
ん
こ
ん
被
害
防
止
対

策
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
鳥
獣
に
よ
る
れ
ん
こ
ん
等

農
作
物
へ
の
効
果
的
な
被
害
防
止

対
策
を
進
め
る
た
め
、
近
隣
自
治

体
と
共
同
し
、
平
成
二
十
一
年
度

内
を
目
途
に
「
被
害
防
止
計
画
」

の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

一　

文
化
体
育
館
の
新
設
計
画

三　

さ
わ
や
か
環
境
条
例
の
厳
正

な
執
行
と
継
続
課
題

　
　

カ
ー
ド
社
会
と
言
わ
れ
て
い

　
　

る
現
在
、
多
重
債
務
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い

て
「
脱
多
重
債
務
者
応
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
作
成
の
考
え
は
あ
る
か
、

見
解
を
伺
う
。

　
　

本
市
で
は
、
平
成
十
九
年
十

　
　

二
月
か
ら
、
全
庁
を
挙
げ
て

多
重
債
務
問
題
の
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。
各

課
窓
口
業
務
の
中
で
、
多
重
債
務

者
を
発
見
し
た
際
に
は
、
本
人
の

同
意
を
得
た
上
で
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
誘
導
案
内
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
八
件
の
債
務
早
期
解
消
に

つ
な
げ
て
い
る
。
今
後
も
、
窓
口

職
員
が
よ
り
理
解
を
深
め
、
多
重

債
務
者
の
早
期
発
見
と
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
の
円
滑
な
誘
導
案

内
が
行
え
る
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
を
検
討
い
た
し
た
い
。　

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

二　

政
府
予
算
総
額
七
十
五
兆
円

の
景
気
対
策
下
支
え
を
受
け
て

　
　
（
仮
称
）
産
業
道
路
の
建
設

　
　

を
想
定
す
る
。
土
浦
千
代
田

工
業
団
地
を
起
点
と
し
、
主
要
地

方
道
中
貫
笠
間
線
へ
接
続
。
さ
ら

に
土
浦
北
工
業
団
地
、
東
筑
波
新

治
工
業
団
地
内
を
経
由
し
、
小
高

の
ふ
る
さ
と
農
道
へ
接
続
。
こ
れ

で
三
つ
の
工
業
団
地
を
通
り
、
つ

く
ば
市
ま
で
一
本
の
道
路
で
結
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
交
通
渋

滞
緩
和
の
要
望
が
出
て
い
る
主
要

脱
多
重
債
務
者
応
援
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い
て小林幸子　議員

土
浦
市
北
部
地
域
開
発
に

つ
い
て

矢口　清　議員

学
校
給
食
に
つ
い
て

川口玉留　議員

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て海老原一郎議員

鳥
獣
に
よ
る
農
産
物
等
被
害
防

止
の
具
体
的
な
新
年
度
対
策
は竹内　裕　議員

質
問

教
育

次
長

質
問

質
問

市
民
生

活
部
長

れんこんを守る防鳥ネットれんこんを守る防鳥ネット

副
市
長

質
問

質
問

市
民
生

活
部
長
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